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こ如 ま. 近藤氏の最近の論文6･)t{A NeTIVLTypeDfI)iLvefgenc=eD-ユe七o
s-d土n七eraction'に対するコメ･ン トとして.プログレスのL∈注やer欄へ投
ゝ







て議論されるようになった02ト 5) 最近 近藤氏は､局在ス ピンや伝導電子の緩


















鞄 が S一電子のバ ン ド･エネルギー (Fermiエネルギ叫からはかつて)
flsdが S-d交換相互作用であるO 帯磁率の公式 :7)
xzz- g2p孟foPdよく elEs盗e｢嘩 sz> ,
を使うO<.･･･> は grandcanonical分布での車均を表わすC
刷
<A> - Trexp(-β冒)A/TTeXPト β冨) (♂-1/k豆)･ (5)
(4)式のexPOnenもialをJに粥して展開して 2次までとり､項を適当に整理す
ると､
･xLzz - Xo'1- 宕 Ek,3kri(ck′)(- f｡ek･)){てI(ek･,-Ek,)2
才十 -弓 , (6)
♂(ek-,-ELF)3
が得られるロここア X0- ㌔電 S(S+1)/3kT は自由なスピンの帯磁乳 f(e)
は Fermi分布函数であるO 等磁率がスピンの大きさの2乗に比例することを
考えると-A(6属 の軸 つ きの第一項は･芳乱 輿地両氏5)の求めたスピンの大
きさに対する補正と本質的に同-i;もあ であることがわかる (今の場合は2倍)0





めように書き直すと･欝 1項,と合わやて 態,-8㍍ の所で積分可能な形になっ


























xi-杢 三二 二土 竺コ え ー i ,(7)
ただし. この式では Eにつ く添字kを全て省略してあるG 琴 1項が2電子散乱
に対応 し､第 2項が上に述べた 1電子散乱に対応する(,ここで再び有限温度の
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